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Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
の
開
始

の
背
景
は
？

Ａ
日
医
で
は
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
強
化
を
重

要
課
題
と
と
ら
え
、
昨
年
よ

り
「
日
医
か
か
り
つ
け
医
機

能
研
修
制
度
」
を
開
始
し
、

多
く
の
会
員
の
先
生
方
に
ご

参
加
頂
い
て
い
ま
す
。

本
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

柱
の
一
つ
が
、
糖
尿
病
を
含

む
生
活
習
慣
病
で
す
が
、
実

際
、
わ
が
国
の
糖
尿
病
の
患

者
数
は
３
１
６
万
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
併
発

し
、
国
民
の
健
康
に
多
大
な

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国

も
糖
尿
病
重
症
化
予
防
を
重

要
課
題
の
一
つ
と
し
て
お

り
、
日
医
で
は
、
昨
年
、
厚

生
労
働
省
、
日
本
糖
尿
病
対

策
推
進
会
議
と
重
症
化
予
防

の
横
展
開
に
向
け
た
三
者
協

定
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
に
係
る
連
携
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
臨
床
現
場
で
は
、

特
に
、
診
療
所
を
受
診
す
る

糖
尿
病
外
来
患
者
の
増
加
が

顕
著
で
す
。
外
来
受
診
す
る

糖
尿
病
患
者
の
う
ち
、
診
療

所
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
は

65
・
１
％
を
占
め
、
そ
の
割

合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
（
図

１
）、
診
療
所
に
お
け
る
糖

尿
病
外
来
診
療
が
一
層
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
非
専
門
医
も
含

め
た
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

診
断
・
治
療
を
、
医
師
会
と

し
て
多
面
的
に
支
援
す
る
上

で
、
自
身
の
診
療
を
客
観
的

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
、
本
研
究
事
業

（
Ｊ
─

Ｄ

Ｏ

Ｍ

Ｅ
：Japan 

Medical 
Association 

Diabetes 
database 

Of 

clinical 
MEdicine

）

を

パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
開
始
し
ま

し
た
。

日
本
糖
尿
病
学
会
で
も
、

糖
尿
病
患
者
の
病
態
を
全
国

的
に
把
握
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、

大
学
病
院
な
ど
の
糖
尿
病
専

門
医
を
対
象
と
し
た
糖
尿
病

症
例
収
集
が
大
規
模
に
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

が
最
初
に
診
療
を
受
け
る
診

療
所
で
の
全
国
的
な
糖
尿
病

症
例
収
集
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。か

か
り
つ
け
医
の
診
療
デ

ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
わ
が

国
で
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、

非
専
門
医
を
含
む
か
か
り
つ

け
医
の
糖
尿
病
診
療
の
向
上

に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
症
例
収
集
の
目
的
と
全

体
の
流
れ
は
？

Ａ
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
の
目
的

は
、
糖
尿
病
非
専
門
医

を
含
む
「
か
か
り
つ
け
医
」

に
よ
る
、
よ
り
効
果
的
な
糖

尿
病
診
療
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。
ご
登
録
頂
い
た
症
例

か
ら
実
態
把
握
を
行
い
、
糖

尿
病
の
診
断
・
治
療
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
仕
組
み
や
デ
ー

タ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
解
析
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
観
察

研
究
を
実
施
し
て
参
り
ま
す

（
図
３
）
。
「
初
期
段
階
の
患

者
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い

う
治
療
を
行
う
の
が
最
適

か
」
を
明
ら
か
に
し
て
、
糖

尿
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

と
人
工
透
析
を
含
む
合
併
症

の
予
防
を
目
指
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

の
症
例
収
集
の
手
法
に
つ
い

て
、
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
図
４
）
。

Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
の
対
象
は
、

診
療
所
で
２
型
糖
尿
病
と
診

断
さ
れ
た
患

者
さ
ん
で
あ

り
、
以
前
か

ら
通
院
さ
れ

て
い
る
患
者

さ
ん
も
初
診

の
患
者
さ
ん

も
対
象
と
し

て
、
症
例
登

録
を
お
願
い

し

て

い

ま

す
。実

施
期
間

で
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
パ

イ
ロ
ッ
ト
研

究
と
し
て
、

平
成
30
年
度

ま
で
の
２
年

間
を
予
定
し

て
お
り
、
医

療
機
関
に
は

収
集
ソ
フ
ト

を
日
医
か
ら

無
償
で
提
供

す
る
予
定
で
す
。

患
者
情
報
の
登
録
は
、
患

者
さ
ん
の
受
診
時
に
口
頭
で

同
意
を
得
て
頂
き
、
基
本
情

報
の
一
部
を
登
録
し
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
が
入
力
を
行
う
医

今回のインタビューのポイント
◦�「かかりつけ医のための診療所糖尿病データ
ベース研究事業（J-DOME）」は、糖尿病の
非専門医も含めたかかりつけ医による診断・
治療を、医師会として多面的に支援していく
に当たり、かかりつけ医自らが自身の診療内
容を客観的に把握し、最適な診断・治療を行
うためのデータの収集が必要だと考え、始め
たものである。
◦�J-DOMEにご参加頂く診療所へのメリットと
しては、自院と他医療機関、地域間の診療の
実態を把握できること、糖尿病対策の取り組
みを地域の医療機関に示し、病院などとの地
域連携強化が期待できることが挙げられる。
◦�J-DOMEは、かかりつけ医による効果的な診
療を推進するため、エビデンスを構築してい
く取り組みの最初の一歩となるものであり、
会員の先生方にもご理解・ご協力をお願いし
たい。

今
村
副
会
長
に
聞
く

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
効
果
的
な
診
療
を
推
進
し

                       

エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
を
目
指
す

 

「
か
か
り
つ
け
医
の
た
め
の
診
療
所
糖
尿
病
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
事
業（
Ｊ
│

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
）」

                                                                

を
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
ス
タ
ー
ト

　

今
号
で
は
今
村
聡
副
会
長
に
、
日
医
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
取
り

組
み
を
開
始
し
た
「
か
か
り
つ
け
医
の
た
め
の
診
療
所
糖
尿
病
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
事
業
（
以
下
Ｊジ

ェ
イ
─

Ｄド

ー

ム

Ｏ
Ｍ
Ｅ
）」
に
つ
い
て
、
事

業
を
開
始
し
た
背
景
や
そ
の
仕
組
み
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
説
明

し
て
も
ら
っ
た
。

図1　糖尿病の外来患者の受診施設の推移─病院と診療所
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図2　糖尿病大規模データベースの構築による
効果的治療の促進（将来像）

日本糖尿病対策推進会議

日本医師会 日本糖尿病学会 日本糖尿病協会 日本歯科医師会

都道府県医師会 診療所 病院・専門医 研究機関

かかりつけ医郡市区
医師会郡市区

医師会

地域の糖尿病対策
推進会議

（診療所）
J-DOME

ALL JAPAN 糖尿病
データベース

（病院）
J-DREAMS

症例分析
観察研究

基礎研究
臨床研究

エビデンスエビデンス

臨床現場
行政

保険者

郡市区
医師会

図3　平成30年度までのパイロット研究の流れ

かかりつけ医
の糖尿病患者
症例登録

（定期的に来院して
いる患者さん）

1

データ解析・
前向き観察研究

2

診療現場への
情報提供・
診療支援

3

研究の
効果の検証

4

（
２
面
に
続
く
）
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療
機
関
に
向
け
て
は
、
患
者

さ
ん
用
の
問
診
票
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

入
力
さ
れ
た
情
報
は
そ
の

後
、
完
全
に
匿
名
化
及
び
暗

号
化
さ
れ
た
上
で
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
高
い
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
送
信
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
力
項
目
を
表
１
に
示
し

ま
し
た
。
収
集
項
目
は
、
体

重
な
ど
の
基
本
情
報
、
合
併

症
な
ど
の
情
報
、
処
方
内
容
、

検
査
値
で
す
が
、
処
方
内
容

と
検
査
値
の
入
力
は
不
要
で
、

自
動
的
に
取
り
込
ま
れ
ま

す
。
更
新
に
関
し
て
は
、
初

回
の
入
力
か
ら
、
基
本
的
に

６
カ
月
後
（
可
能
な
場
合
は

２
～
３
カ
月
後
）
の
受
診
時

に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
で
は
昨
年
、

日
医
倫
理
審
査
委
員
会
の
承

認
を
得
て
登
録
を
開
始
し
、

現
在
、
首
都
圏
、
広
島
県
を

中
心
に
数
百
の
症
例
を
ご
登

録
頂
い
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
収
集
ソ
フ
ト
が
稼
働
す
る

環
境
は
、
レ
セ
コ
ン
、
電
子

カ
ル
テ
、
診
療
支
援
ソ
フ
ト

そ
れ
ぞ
れ
１
種
類
〔
日
医
標

準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ａ
）
：
〔
日
本
医
師
会
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ａ
管
理
機
構
（
株
）
〕
、
Ｍ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
：
〔
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
（
株
）
〕
、RS_Base

：

〔
（
株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ン
〕
〕

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
ソ
フ
ト
に
関
係
な
く
ご

入
力
頂
け
る
基
盤
を
用
意
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
よ
り
簡
易
で
包
括

的
な
デ
ー
タ
収
集
に
向
け

て
、
臨
床
研
究
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基

盤
構
築
研
究
事
業
（
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構
よ
り
日
医

が
受
託
）
と
互
換
性
を
高
め

な
が
ら
協
調
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
予
定
は
？

Ａ
収
集
し
匿
名
化
し
た
デ

ー
タ
は
、
診
療
所
に
お

け
る
糖
尿
病
患
者
の
病
態
や

合
併
症
の
実
態
把
握
に
使
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
個
別
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
希
望
さ

れ
る
施
設
に
対
し
、
患
者
さ

ん
の
病
態
、
処
方
内
容
、
検

査
値
に
つ
い
て
、
他
の
地
域

と
の
比
較
分
析
を
提
供
し
て

い
く
予
定
で
す
。

現
在
、
検
討
し
て
い
る
研

究
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
治
療
方
法
の
有
効

性
の
検
証
の
前
向
き
研
究
で

す
。
糖
尿
病
合
併
症
、
脳
卒

中
、
認
知
症
の
有
無
の
実
態

把
握
を
行
い
、
治
療
内
容
（
例

え
ば
、
食
事
指
導
、
運
動
療

法
、
処
方
薬
）
が
、
そ
の
後

の
患
者
ア
ウ
ト
カ
ム
に
与
え

る
影
響
を
観
察
研
究
に
よ
り

検
証
し
ま
す
。

特
に
、
年
齢
、
病
態
で
患

者
さ
ん
を
層
別
化
し
た
解
析

に
よ
り
、
処
方
薬
（DPP-4

阻

害
薬
、SGLT2

阻
害
薬
等
）
、

食
事
指
導
等
の
介
入
が
１
年

後
の
検
査
値
（HbA1c

、eGFR

）

に
及
ぼ
す
影
響
を
把
握
し
ま

す
。次

に
、
介
入
に
よ
る
患
者

ア
ウ
ト
カ
ム
の
検
証
も
行
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
現
在
、
専

門
医
と
非
専
門
医
の
先
生
方

に
開
発
頂
い
て
い
る
「
か
か

り
つ
け
医
向
け
の
診
療
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
」
の
利
用
の
有
無

が
、
患
者
さ
ん
の
ア
ウ
ト
カ

ム
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
証
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
最
後
に
会
員
の
先
生
方

に
一
言

Ａ
ご
参
加
頂
く
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
自

院
と
他
医
療
機
関
、
地
域
間

の
診
療
の
実
態
を
把
握
で
き

る
こ
と
、
糖
尿
病
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
地
域
の
医
療
機

関
に
示
し
、
病
院
な
ど
と
の

地
域
連
携
強
化
が
期
待
で
き

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
開

発
中
の
診
療
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

等
、
糖
尿
病
診
療
に
役
立
つ

ツ
ー
ル
も
ご
利
用
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、

今
後
は
、
日
医
生
涯
教
育
の

単
位
付
与
を
検
討
す
る
と
同

時
に
、
将
来
的
に
は
診
療
報

酬
面
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
経
営
上

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ

と
も
重
要
と
捉
え
て
い
ま

す
。地

域
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
糖
尿
病
対
策
や
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
可

図4　症例収集の手法（概略）

2型糖尿病と診断された通院中の
患者さん（初診も含む）

日医J-DOME
事務局への連絡

貴院のITソフトの
確認後、収集ソフトを
ご提供※

糖尿病患者の
来院時に基本情報を
登録

6カ月後に更新
（可能な場合は
2～3カ月後に更新）

診療所

日医委託のベンダーが
収集ソフトを導入
（1～2時間程度）

患者さんの
口頭同意

問診表の
利用も

処方内容・検査値は
自動的に取り込み

かかりつけ医
糖尿病DB

IT環境 匿名化

暗号化

症例収集ソフト

レセコン

臨床検査会社

電子カルテ診療支援ソフト

患者症例データ

セキュリティーの
高い環境

現状報告、
分析報告
アラートなどの
情報提供

（入力項目） （自動収集される検査項目の例）
身長（必須） HbA1C
体重（必須） eGFR

総コレステロール
収縮期血圧 HDLコレステロール
拡張期血圧 AST
喫煙の有無 ALT
糖尿病の診断年齢 γGTP
糖尿病の家族歴 血清クレアチニン
神経障害の有無 尿アルブミン／クレアチニン
網膜症の有無 尿蛋白
歯科定期健診（年1回以上） 血糖

中性脂肪
※数値以外の項目は、選択式となっている。
※�入力可能な場合は、食事療法や認知症の有無等のオプション項目がある。

表1　収集項目一覧

J-DOMEの公式ホームページ

ニ チ イ リ ブ

「日医Lib」電子書籍
アプリ

配信
コンテンツ
拡大中！

　電子書籍配信サービス「日医Lib（日本医師会e-Library）」
では、都道府県医師会報の配信も始まりました。
　ＰＣ用・スマホ用アプリのダウンロードやユーザー登録の方
法など、本サービスの詳細は日医Libポータルサイト（http://
jmalib.med.or.jpまたは“日医Lib”で検索）をご参照下さい。

い
て
も
ご
相
談
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

本
パ
イ
ロ
ッ
ト
研
究
は
、
か

か
り
つ
け
医
に
よ
る
効
果
的

な
診
療
を
推
進
す
る
た
め
、

エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
し
て
い

く
取
り
組
み
の
最
初
の
一
歩

で
す
。
現
場
の
先
生
方
の
ご

理
解
を
得
た
上
で
、
今
後
は

地
域
の
医
師
会
や
学
会
等
で

の
説
明
会
を
実
施
し
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
く
予
定

で
す
。
会
員
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
に
対
す
る
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
に

関
す
る
詳
細
は
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://jdome.

jmari.med.or.jp/

）
を
ご

覧
頂
く
か
、
日
医
総
研
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
担
当
係
（

03
─

３
９
４
２
─

７
２
１
５
（
代
）　

03
─

３
９
４
６
─

２
１
３
８　

jdome@jmari.med.or.jp

）

に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

能
な
範
囲
で
連
携
や
協
業
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
全
体
の
糖
尿
病
デ
ー
タ
の

収
集
と
分
析
が
効
率
的
に
な

り
、
よ
り
効
果
的
な
診
療
を

推
進
で
き
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
地
域
医
療

の
充
実
に
資
す
る
研
究
事
業

と
な
る
よ
う
、
地
域
の
医
師

会
、糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
、

医
療
機
関
、
行
政
、
研
究
会

や
研
究
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
関

係
者
の
方
々
と
の
連
携
に
つ

（
１
面
よ
り
）
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災
害
医
療
を
国
家
と
し
て

 

統
合
す
る
た
め
の
提
言
に

つ
い
て

1
月
25
日

■■■■■■■■
「
ハ
ー
ボ
ニ
ー
配
合
錠
」

   

偽
造
医
薬
品
発
見
を受け

て

鈴
木
邦
彦
常
任
理
事
は
、

Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬
「
ハ
ー
ボ

ニ
ー
配
合
錠
」
の
偽
造
医
薬

品
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
た
日
医
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

本
件
は
、
わ
が
国
の
医
療

用
医
薬
品
の
流
通
経
路
で
偽

造
医
薬
品
が
発
見
さ
れ
た
初

め
て
の
事
例
で
あ
り
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
流
通
経
路
の

全
容
解
明
に
向
け
た
調
査
が

続
い
て
い
る
。
日
医
か
ら
も

会
員
医
療
機
関
に
対
し
、
厚

労
省
の
通
知
で
示
さ
れ
た
点

を
速
や
か
に
確
認
す
る
よ

う
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。同

常
任
理
事
は
、
全
容
が

解
明
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下

石
川
広
己
常
任
理
事
は
、

日
医
が
四
病
院
団
体
協
議
会

（
四
病
協
）
と
共
に
、
昨
年

11
月
30
日
に
「
災
害
医
療
を

国
家
と
し
て
統
合
す
る
た
め

の
提
言
」
を
松
本
純
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及

び
食
品
安
全
、
防
災
）
に
提

出
し
た
こ
と
、
更
に
そ
の
際
、

松
本
大
臣
か
ら
、
提
言
内
容

に
は
厚
生
労
働
省
関
係
の
事

項
も
相
当
数
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
12
月

28
日
に
厚
労
省
医
政
局
長
宛

て
に
も
提
出
し
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
今

回
の
提
言
は
、
日
本
病
院
会

の
中
で
、
有
賀
徹
日
医
救
急

災
害
医
療
対
策
委
員
会
委
員

長
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）
、
山
口
芳
裕
同
委

員
会
委
員
（
杏
林
大
学
医
学

部
救
急
医
学
教
室
主
任
教

授
・
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
検

討
し
、
昨
年
９
月
28
日
に
開

催
し
た
日
医
・
四
病
協
懇
談

会
に
て
、
日
医
と
四
病
協
と

の
連
名
で
の
提
出
が
決
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
と
説
明
。「
災

害
に
際
し
国
民
を
救
済
す
る

こ
と
は
国
家
に
と
っ
て
契
約

の
履
行
で
あ
り
、
義
務
で
あ

る
。
従
っ
て
、
災
害
医
療
は
、

国
家
的
な
事
業
と
し
て
、
必

ず
結
果
を
得
る
『
責
任
倫
理
』

の
準
則
の
下
に
展
開
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

の
が
本
提
言
の
趣
旨
で
あ
る

と
し
た
。

そ
の
上
で
、
災
害
医
療
に

は
、
外
か
ら
の
支
援
が
到
着

し
て
い
な
い
発
災
直
後
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ

ー
ム
）
等
が
活
動
す
る
超
急

性
期
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医

師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
）
や

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
全
日
本
病
院
協

会
災
害
時
医
療
支
援
活
動

班
）
な
ど
の
急
性
期
以
降
、

収
束
期
と
、
い
く
つ
も
の
段

階
が
あ
る
中
で
、
ク
ラ
ッ
シ

ュ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
広
範

囲
熱
傷
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
へ
の
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
と
指
摘
。
更
に
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
、
医
療
と
介
護
・

福
祉
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
幅
広
い
防
災
行
政
の

中
で
、
被
災
者
の
生
命
や
健

康
を
守
る
医
療
の
位
置
づ
け

を
高
め
る
と
と
も
に
、
患
者

の
搬
送
、
医
療
チ
ー
ム
の
移

動
手
段
、
医
療
機
関
の
耐
震

化
と
被
災
し
た
時
の
早
期
復

旧
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
開

発
、
災
害
情
報
の
提
供
な
ど
、

災
害
医
療
活
動
を
支
援
し
て

い
く
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

強
調
し
た
。

提
言
で
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
災
害
医
療
の
実
態
を

俯ふ

か

ん瞰
し
、
（
１
）
行
政
、
日

本
赤
十
字
社
、
自
衛
隊
、
医

師
会
、
病
院
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
医
療
チ
ー
ム
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
、
（
２
）
災
害

対
応
を
め
ぐ
る
国
家
施
策
に

医
療
の
視
点
が
不
十
分
で
あ

る
、
（
３
）
災
害
時
の
医
療

に
学
術
的
根
拠
を
提
供
す
る

研
究
活
動
は
、
国
際
的
に
み

て
極
め
て
低
調
で
あ
る
、

（
４
）
最
新
の
情
報
に
基
づ

い
た
テ
ロ
の
形
態
が
想
定
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
に

対
す
る
準
備
が
な
い
、
（
５
）

医
療
者
の
院
外
活
動
に
関
す

る
法
的
、
そ
の
他
の
環
境
が

未
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い

─
と
い
う
５
つ
の
課

題
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、

災
害
医
学
に
関
す
る
知
見
を

集
積
し
、
そ
の
学
術
的
根
拠

を
背
景
と
し
て
災
害
医
療
の

国
家
的
統
合
を
実
現
す
る
た

め
に
、
「
常
設
の
研
究
機
構

の
設
立
」
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。石

川
常
任
理
事
は
、
５
つ

の
課
題
に
対
し
て
、
日
医
と

し
て
の
取
り
組
み
と
今
後
の

方
向
性
を
説
明
。
特
に
、（
１
）

で
は
、
「
都
道
府
県
災
害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
研
修
の

継
続
実
施
・
充
実
」
等
を
、

（
２
）
で
は
、
「
全
国
の
医
療

機
関
の
防
災
対
策
の
た
め
の

予
算
要
望
」
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

枠
組
み
の
下
で
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ

（
大
規
模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
支
援
関
連
団
体
協

議
会
）
と
の
連
携
推
進
」
等

を
、
（
３
）
で
は
、
10
月
の

横
倉
義
武
会
長
の
世
界
医
師

会
長
就
任
を
契
機
と
し
た

「
国
際
活
動
に
お
け
る
災
害

対
策
で
の
連
携
推
進
」
や
「
日

医
総
研
に
お
け
る
研
究
活

動
」
等
を
、（
４
）
で
は
、
Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｎ
Ｅ
〔Chemical

（
化
学
）
、

Biological

（
生
物
）
、Ra-

diological

（
放

射

性

物

質
）
、Nuclear

（
核
）
、Ex-

plosive
（
爆
発
物
）
〕
関
係

の
災
害
研
修
の
後
援
な
ど
の

「
専
門
機
関
と
地
域
の
医
療

機
関
・
医
師
会
と
の
連
携
の

推
進
」
や
「
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
活
動
」
等

を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
き
た

い
と
し
た
。

最
後
に
同
常
任
理
事
は
、

日
医
救
急
災
害
医
療
対
策
委

員
会
の
今
期
（
平
成
28
・
29

年
度
）
の
諮
問
事
項
は
、
①

地
域
の
救
急
災
害
医
療
に
お

け
る
か
か
り
つ
け
医
の
役
割

～
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
災
害
医
療
を
中
心

に
～
②
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
の
課

題
と
対
策
～
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
機
能
を
中
心
に
～

─

で
あ
り
、
今
後
も
検
討
を
続

け
な
が
ら
、
「
被
災
者
健
康

支
援
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

に
お
い
て
各
医
療
機
関
及
び

医
師
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
①
箱
入
り
で
は
な
く
ボ

ト
ル
の
み
で
納
入
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
②
中
身
の
錠
剤
の
形
態

や
ボ
ト
ル
の
口
を
覆
っ
て
い

る
「
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー

ル
」
の
外
観
を
患
者
と
一
緒

に
確
認
す
る

─
こ
と
の
２

点
を
挙
げ
、
「
各
医
療
機
関

及
び
医
師
は
責
任
を
持
っ
て

確
認
を
徹
底
し
、
在
庫
に
偽

造
医
薬
品
の
疑
い
が
あ
る
場

合
は
行
政
へ
の
報
告
が
望
ま

し
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
偽
造
医
薬
品
に
よ

る
治
療
の
遅
れ
や
健
康
被
害

へ
の
懸
念
を
示
し
、
各
医
療

機
関
に
お
け
る
取
引
業
者
の

選
定
の
際
は
慎
重
に
検
討
す

る
こ
と
を
求
め
た
。

同
常
任
理
事
は
更
に
、「
万

が
一
、
偽
造
医
薬
品
が
蔓
延

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本

の
公
的
医
療
保
険
・
国
民
皆

保
険
の
信
用
に
傷
を
付
け
、

安
心
・
安
全
な
医
療
の
確
保

が
難
し
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
今
回

問
題
と
な
っ
た
薬
剤
師
・
薬

局
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
医

療
関
係
者
は
、
偽
造
医
薬
品

に
対
し
て
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
、
全
医
療
関
係
者
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

厚
労
省
に
対
し
て
は
、
「
今

ま
で
の
流
通
体
制
や
法
的
規

制
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
と

こ
ろ
は
見
直
し
、
日
本
国
内

の
医
薬
品
の
適
切
な
流
通
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
偽
造

医
薬
品
に
関
わ
っ
た
者
へ
の

罰
則
の
強
化
を
検
討
す
る
べ

き
」
と
、
再
発
防
止
に
向
け

た
対
応
の
強
化
を
求
め
た
。

日
医
は
、
１
月
24
日
に
開

催
さ
れ
た
第
30
回
常
任
理
事

会
で
、
「
母
体
保
護
法
等
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
別

掲
の
８
名
の
委
員
に
よ
り
設

置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

昨
今
、
神
奈
川
県
で
中
期

中
絶
を
外
来
で
施
行
し
た
た

め
に
死
亡
し
た
事
例
や
東
京

都
で
未
指
定
の
医
師
に
よ
る

中
絶
が
日
常
的
に
施
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
な

ど
、
母
体
保
護
法
の
指
定
の

あ
り
方
に
関
す
る
問
題
が
相

次
い
で
い
る
。

本
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
受
け
て
、
都
道
府
県

医
師
会
や
日
本
産
婦
人
科
医

会
か
ら
、
母
体
保
護
法
に
基

づ
く
指
定
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
日
医
の
見
解
を
早
期
に

示
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
急
き
ょ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
と
し

て
そ
の
設
置
を
決
め
た
も
の

で
あ
る
。

担
当
の
今
村
定
臣
常
任
理

事
は
、
「
昨
今
起
き
て
い
る

母
体
保
護
法
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会	

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

赤
﨑
　
正
佳	

（
奈
良
県
医
理
事
）

浮
田
　
俊
彦	

（
石
川
県
産
婦
人
科
医
会
顧
問
）

落
合
　
和
彦	

（
東
京
産
婦
人
科
医
会
長
）

小
村
　
明
弘	

（
島
根
県
医
会
長
）

白
須
　
和
裕	

（
日
本
産
婦
人
科
医
会
副
会
長
）

苫
米
地
　
怜	

（
青
森
県
医
常
任
理
事
）

福
田
　
　
稠	

（
熊
本
県
医
会
長
）

松
岡
幸
一
郎	
（
大
分
県
医
議
長
）

【
今
村
・
温
泉
川
両
常
任
理
事
・
地
域
医
療
第
三
課
】

も
そ
の
機
能
を
強
化
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
記
者
の
質
問
に
答

え
、
同
提
言
に
つ
い
て
は
、

横
倉
会
長
が
被
災
者
健
康
支

援
連
絡
協
議
会
代
表
と
し
て

委
員
を
務
め
る
中
央
防
災
会

議
等
に
も
提
出
し
、
そ
の
実

現
を
求
め
て
い
く
意
向
を
示

し
た
。

事
案
は
由
々
し

き
問
題
ば
か
り

で
あ
り
、
委
員

会
に
は
で
き
る

だ
け
早
期
に
日

医
と
し
て
の
意

見
案
を
取
り
ま

と
め
て
頂
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

母
体
保
護
法
指
定
医
師
の
指
定
の
あ
り
方
に
関
す
る

                        

日
医
の
意
見
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
設
置
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日本医師会女性医師バンク　開設10周年
　日本医師会女性医師バンクは、女性医師の就業継続及び復職支援のため
に平成19年1月30日に創設された無料の職業紹介所であり、本年1月30
日で丸10年を迎えた。その間の就業成立件数は、再研修紹介件数を含めて、
昨年11月末時点で500件の大台を超え、現在、516件となった。
　女性医師バンクは、昨年10月に専任コーディネーターとアドバイザー
の連携により求職者及び求人施設への相談や対応を行う体制に変更した。
新体制後も就業成立実績が順調に伸びているのは、これまでの活動をベー
スに専任コーディネーターが積極的に求職者・求人施設へアプローチし、
登録数を増やしていった成果である。
　しかしながら10年経過した現在でも、認知度が十分とは言えない。『登
録から就業成立まで無料で利用できる』『日医が厚労省の委託を受けて実
施している事業であり安心である』ことをアピールするため、求人施設向
けのダイレクトメールを作成し、第一段として東京都、神奈川県、大阪府
の病院及び診療所、千葉県の診療所に向けて配布した。医療界に幅広く認
知してもらうことが必要であり、今後も様々な広報活動を検討している。
　また、女性医師バンクを事業の中核としている厚生労働省委託事業「女
性医師支援センター事業」は、女性医師の就業継続・復職支援の他、医学
生や研修医の時期から男女共同参画やワークライフバランスについて理解
してもらうため、今年度も引き続き次のような活動を行ってきた。
　１．医師会主催の研修会等への託児サービス併設促進と補助
　２．医学生、研修医等をサポートするための会の実施
　３．大学医学部・医学会女性医師支援担当者連絡会の開催
　４．学会総会へのブース出展等の広報活動
　５．�ブロック別会議を通じた都道府県医師会の女性医師支援・男女共同参

画担当者との情報共有および意見交換
　６．�「女性医師の勤務環境の現況に関する調査」の実施
　女性医師のライフステージに合った働き方の実現に向け支援活動を継続
していくことが医師不足対策にも寄与できるものと確信している。
　今後とも女性医師支援センター事業の円滑な運営と発展に更なる御協力
をお願いしたい。

★★★★★★★
登録件数

問い合わせ先　女性医師支援センター（女性医師バンク）
	 03―3942―6512　 03―3942―7397

登録件数

求人2,046件（延べ6,389件）、求職129名（延べ806名）、
就業決定及び再研修紹介516件（平成29年1月31日現在）

（
理
事
会
速
報
よ
り
）

審
議
会
報
告

　

日
医
役
員
が
出
席
し
た
主
な
外
部
審
議
会
（
１
月
16

日
〜
25
日
開
催
）
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

診
断
書
作
成
費
用
や
リ
ス
ク
に
対
す
る
か
か

り
つ
け
医
の
不
安
を
説
明

│
警
察
庁
・
高
齢
運
転
者
交
通
事
故
防
止
対
策
に
関
す

る
有
識
者
会
議
│ 

（
報
告
・
鈴
木
常
任
理
事
）

警
察
庁
第
１
回
高
齢
運
転

者
交
通
事
故
防
止
対
策
に
関

す
る
有
識
者
会
議
が
１
月
16

日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
議
は
、
高
齢
運
転
者

に
係
る
詳
細
な
事
故
分
析
を

行
い
、
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
高
齢
者
の
特
性

が
関
係
す
る
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
方
策
を
幅

広
く
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

自
由
討
議
の
中
で
は
、
３

月
施
行
の
道
路
交
通
法
改
正

に
伴
う
認
知
症
高
齢
者
の
運

転
免
許
更
新
等
に
伴
い
、
診

断
書
の
作
成
を
求
め
ら
れ
て

い
る
か
か
り
つ
け
医
に
は
、

費
用
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
強

い
不
安
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
た
他
、
現
在
、
日
医
と
警

察
庁
、
厚
生
労
働
省
が
協
議

を
進
め
て
お
り
、
ま
だ
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
認
知
症
専
門
医
か

ら
は
、
認
知
症
で
あ
っ
て
も

医
療
従
事
者
の
需
給
検
討
の
あ
り
方
を
問
題
視

│
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
│ 

 

（
報
告
・
中
川
副
会
長
）

25
対
１
医
療
療
養
病
床
の
経
過
措
置
の
延
長

を
求
め
る

│
中
医
協
│ 

（
報
告
・
中
川
・
松
原
両
副
会
長
、
松
本

（
純
）
常
任
理
事
）

第
50
回
社
会
保
障
審
議
会

医
療
部
会
が
１
月
18
日
、
都

内
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
議
事
は
、
（
１
）

医
療
計
画
の
見
直
し
等
に
関

す
る
検
討
会 

意
見
の
と
り

ま
と
め
に
つ
い
て
、
（
２
）

制
度
改
正
に
向
け
た
議
論

（
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の

移
行
促
進
策
の
延
長
等
）
、

（
３
）
新
た
な
医
療
の
在
り

方
を
踏
ま
え
た
医
師
・
看
護

師
等
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
検

討
会 

中
間
的
な
議
論
の
整

理
に
つ
い
て

─
で
あ
っ

た
。

（
１
）
で
は
、
中
川
俊
男

副
会
長
が
、
「
３ 

医
療
従
事

者
の
確
保
等
の
記
載
事
項
に

つ
い
て
」
の
書
き
ぶ
り
を
問

題
視
し
、
「
今
回
の
検
討
会

の
進
め
方
は
異
常
事
態
で
あ

中
医
協
診
療
報
酬
基
本
問

題
小
委
員
会
、
総
会
並
び
に

薬
価
専
門
部
会
が
１
月
25

日
、
厚
生
労
働
省
で
開
催
さ

れ
た
。

基
本
小
委
の
議
事
は
、「
平

成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
た
医
療
技
術
の
評
価
・

再
評
価
に
係
る
評
価
方
法
等

に
つ
い
て
（
案
）」
で
あ
り
、

例
年
ど
お
り
学
会
か
ら
技
術

評
価
の
提
案
書
を
提
出
す
る

際
、
そ
の
様
式
を
工
夫
す
る

こ
と
及
び
評
価
す
る
時
間
を

確
保
す
る
た
め
に
受
付
時
期

を
早
め
る
こ
と
が
厚
労
省
事

務
局
よ
り
提
案
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
主
に
「
入
院

医
療
」
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
た
。

松
本
純
一
常
任
理
事
は
、

「
病
床
稼
働
率
が
低
下
傾
向

に
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
た

医
療
が
増
加
し
て
い
る
。
今

後
は
か
か
り
つ
け
医
を
中
心

と
し
て
、
か
か
り
つ
け
機
能

を
持
つ
診
療
所
な
ど
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
と
連
携

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
な
い
し
在
宅
医
療
が
中
心

と
な
る
。
機
能
分
化
も
必
要

で
あ
る
が
、
地
域
に
応
じ
た

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
が

機
能
す
る
よ
う
に
、
お
の
お

の
の
機
能
を
明
確
化
す
る
よ

う
診
療
報
酬
上
で
手
当
て
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
主
張
し

た
。ま

た
、支
払
側
委
員
が「
急

性
期
病
床
で
回
復
期
の
患
者

を
診
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
発
言
し
た
こ
と

に
対
し
、
中
川
副
会
長
は
、

「
急
性
期
病
床
に
入
院
す
る

患
者
が
１
０
０
％
急
性
期
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」

と
強
く
指
摘
。

加
え
て
、
厚
労
省
事
務
局

に
対
し
、
「
地
域
医
療
構
想

は
医
療
機
能
の
過
不
足
を
直

す
も
の
で
は
な
い
。
不
足
し

て
い
る
病
床
機
能
を
手
当
す

る
も
の
で
あ
り
、
全
国
一
律

の
診
療
報
酬
で
地
域
医
療
構

想
を
推
進
す
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
４
つ
の
医
療
機
能

の
い
ず
れ
を
選
択
し
て
も
経

り
、
こ
れ
に
事
務
局
は
慣
れ

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
強
く
指
摘
し
た
他
、
「
ビ

ジ
ョ
ン
検
討
会
」
の
医
師
10

万
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
つ
い
て
も
、

「
恣し

意い

的
な
分
析
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
危
惧
を
示

し
た
。

ま
た
、
「
（
ア
）
構
想
区
域

に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割

の
明
確
化
」
の
中
で
、
「
公

立
病
院
の
担
う
医
療
機
能
に

つ
い
て
は
、
新
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

検
討
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、「
在

宅
医
療
を
担
う
医
療
機
関
が

公
的
医
療
機
関
以
外
に
な
い

地
域
以
外
は
、
公
的
医
療
機

関
が
在
宅
医
療
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
は
慎
重
で
あ
る

べ
き
」
と
記
載
す
る
よ
う
求

め
た
。

（
２
）
で
は
、
釜

敏
常

任
理
事
が
、
「
遺
伝
子
関
連

営
が
成
り
立
つ
よ
う
に
す
べ

き
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
厚
労
省
事
務

局
は
、「『
適
切
な
医
療
機
能

に
対
し
、
適
切
な
報
酬
を
』

と
い
う
の
は
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
」
と
述
べ
、
今
後
、

各
種
課
題
を
深
掘
り
し
、
診

療
報
酬
に
反
映
さ
せ
て
い
く

と
回
答
し
た
。

更
に
、
中
川
副
会
長
は
、

い
わ
ゆ
る
25
対
１
（
療
養
病

棟
入
院
基
本
料
２
）
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
「
介
護
療

養
病
床
が
廃
止
と
な
る
平
成

29
年
度
末
に
25
対
１
の
医
療

療
養
病
床
の
経
過
措
置
が
終

了
す
る
が
、
介
護
療
養
病
床

は
そ
の
後
６
年
間
の
経
過
措

置
が
あ
り
、
新
施
設
に
移
行

し
て
い
く
。
医
療
療
養
病
床

か
ら
も
新
施
設
に
行
く
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
医
療
療
養

病
床
に
も
同
様
の
措
置
を
講

ず
る
べ
き
」
と
提
案
し
た
。

薬
価
専
門
部
会
で
は
、「
薬

価
制
度
の
抜
本
改
革
」
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

外
国
平
均
価
格
調
整
に
つ

い
て
は
、
リ
ス
ト
プ
ラ
イ
ス

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
価
格
を

除
外
す
る
方
向
性
に
異
論
は

出
な
か
っ
た
。

ま
た
、
類
似
薬
効
比
較
方

式
の
参
照
薬
に
つ
い
て
、
中

川
副
会
長
は
、「
製
造
工
程
、

製
造
方
法
の
違
う
薬
は
類
似

薬
効
の
対
象
と
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
主
張
。
更
に
、
薬

価
制
度
の
抜
本
改
革
全
体
に

つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政
権

移
行
に
伴
う
影
響
に
言
及

し
、
「
中
医
協
と
し
て
覚
悟

を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
」
と
し
た
。

運
転
が
可
能
な
場
合
も
あ
る

た
め
、
一
律
に
返
納
や
取
り

消
し
を
行
う
の
で
は
な
く
、

実
際
の
運
転
の
状
態
を
見
て

か
ら
判
断
し
て
は
ど
う
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
紹

介
し
た
。

そ
の
他
、
地
方
に
お
い
て

は
、
車
の
運
転
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
で
地
域
の
中
で
孤

立
し
た
り
、
生
活
や
商
売
が

で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
社

会
問
題
が
起
き
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
例
え
ば
、

認
知
症
で
あ
っ
て
も
、
一
定

の
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
時
間
や

地
域
を
限
定
す
る
こ
と
で
運

転
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
柔

軟
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
を
述
べ
た
。

今
後
は
、
関
係
者
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
論
点
整
理
の

後
、
６
月
を
目
途
に
提
言
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
。

検
査
等
の
品
質
・
精
度
の
確

保
」
に
つ
い
て
、「『
具
体
的

な
基
準
は
、
別
途
検
討
会
で

ご
議
論
い
た
だ
く
予
定
』
と

あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
検
査
キ
ッ
ト
等
、
必
要
が

な
い
も
の
も
あ
る
」と
し
て
、

現
場
に
新
た
な
負
担
を
課
す

こ
と
の
な
い
よ
う
制
度
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
と
要
望
し

た
。な

お
、
前
回
議
論
に
な
っ

た
「
特
定
機
能
病
院
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
」
（
病
院
長
な

ど
医
療
機
関
の
管
理
者
が
管

理
運
営
業
務
を
行
う
た
め
に

必
要
な
権
限
を
明
確
化
す
る

よ
う
義
務
付
け
る
）
に
つ
い

て
は
、日
医
の
主
張
ど
お
り
、

そ
の
対
象
は
〝
全
て
の
医
療

機
関
の
開
設
者
〟
か
ら
〝
特

定
機
能
病
院
の
開
設
者
〟
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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広島県
広島市医師会だより
№596号より

古
民
家
再
生

平
川
　
信
江

神奈川県
藤沢市医師会報
第488号より

♬
ご
は
ん
がで

き
た
よ
～
♪

天
門
　
淳
子

長野県
大北医報
№250より

私
の
散
歩
法

遠
藤
　
勝
實

広
島
市
か
ら
車
で
１
時
間

く
ら
い
の
県
北
に
、
祖
父
の

住
ん
で
い
た
小
さ
な
小
さ
な

農
家
が
あ
る
。
80
年
以
上
経

っ
た
そ
の
家
は
、
典
型
的
な

土
間
と
田
の
字
型
の
農
家

で
、
も
う
長
い
間
無
人
で
雨

漏
り
も
始
ま
り
、
隣
の
納
屋

は
倒
壊
寸
前
、
家
周
り
も
草

ぼ
う
ぼ
う
な
が
ら
、
墓
参
り

の
た
め
に
年
に
一
度
く
ら
い

は
足
を
運
ん
で
い
た
。

小
学
生
の
頃
ま
で
、
学
校

の
休
み
に
な
れ
ば
泊
ま
り
に

行
き
、
素
朴
な
田
舎
生
活
を

楽
し
ん
だ
。
水
は
手
漕
ぎ
の

ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
、
大
き

な
甕か

め

に
蓄
え
、
そ
こ
か
ら
炊

事
に
使
っ
て
い
た
が
、
電
動

ポ
ン
プ
に
変
わ
り
、
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
よ
う
に

な
っ
た
。

煮
炊
き
は
か
ま
ど
を
使

い
、
祖
父
に
火
の
お
こ
し
方

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
い
つ

の
間
に
か
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に

変
わ
り
、
真
っ
黒
な
煤す

す

の
付

い
た
お
釜
も
、
電
気
釜
に
変

わ
っ
た
。
お
焦
げ
が
な
く
な

っ
た
の
が
寂
し
か
っ
た
。

お
風
呂
は
蛇
口
が
来
る
ま

で
は
大
き
な
バ
ケ
ツ
で
水
く

み
を
繰
り
返
し
て
、
水
を
張

っ
て
い
た
。
五
右
衛
門
風
呂

で
熱
い
釜
に
触
ら
な
い
よ
う

上
手
に
底
板
に
乗
っ
て
入

る
。
お
風
呂
の
入
り
口
や
焚

口
は
屋
外
に
あ
り
、
冬
は
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
な
り
そ
う

だ
っ
た
。

確
か
、
も
う
電
気
は
来
て

い
た
と
思
う
が
、
日
が
沈
め

ば
雨
戸
を
閉
め
て
、
子
ど
も

達
は
早
々
と
寝
る
の
で
、
こ

う
こ
う
と
灯
り
が
つ
い
て
い

た
記
憶
が
な
い
。
夜
の
ト
イ

レ
は
ど
う
し
て
も
大
人
を
起

こ
し
て
付
い
て
来
て
も
ら
わ

な
い
と
怖
か
っ
た
。

少
し
ず
つ
生
活
が
便
利
に

な
る
と
共
に
、
田
舎
生
活
も

退
屈
に
な
り
、
中
学
に
な
れ

ば
部
活
・
受
験
と
忙
し
く
、

足
が
遠
の
い
て
い
っ
た
。
バ

ス
や
車
か
ら
の
景
色
も
次
第

に
変
化
し
、
休
耕
田
や
耕
作

放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
ツ
タ
の
絡
ま
っ
た
廃
屋

が
散
見
さ
れ
、
人
口
の
減
少

も
肌
で
感
じ
る
状
況
と
な
っ

た
。こ

の
ま
ま
こ
の
小
さ
な
農

家
も
荒
れ
果
て
て
し
ま
い
そ

う
だ
っ
た
が
、
の
ど
か
で
美

し
い
田
園
風
景
・
里
山
の
景

色
は
捨
て
が
た
い
も
の
だ
っ

た
。
し
か
も
、
子
ど
も
の
頃

の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
も
た

く
さ
ん
あ
る
場
所
だ
。
あ
の

頃
の
生
活
や
景
色
が
そ
の
ま

ま
戻
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

や
っ
ぱ
り
こ
の
景
色
を
楽
し

み
た
い
と
少
し
ば
か
り
手
を

加
え
て
、
家
を
残
す
こ
と
に

し
た
。
見
た
目
に
は
ほ
と
ん

ど
前
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
、
屋
根
と
構
造
体

を
補
強
し
て
も
ら
い
、
新
し

い
畳
を
入
れ
て
す
っ
き
り
し

た
。ま

た
来
る
の
が
楽
し
み
に

な
る
よ
う
、
梅
・
桜
な
ど
花

木
を
植
え
た
。
ジ
ュ
ー
ン
ベ

リ
ー
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
リ

ン
ゴ
と
い
っ
た
果
樹
も
植

え
、
秋
に
は
春
の
楽
し
み
に

と
球
根
を
ど
っ
さ
り
植
え
に

行
く
。

行
っ
て
も
誰
も
い
な
い
小

さ
な
家
だ
が
、
居
間
に
座
っ

て
ぼ
ー
っ
と
外
の
景
色
を
見

る
だ
け
で
も
、
ま
た
、
長
靴

を
履
い
て
雑
草
と
格
闘
す
る

だ
け
で
も
、
わ
ず
か
な
時
間

が
癒
し
の
時
間
と
な
る
。
祖

父
の
残
し
た
小
さ
な
農
家

が
、
私
の
秘
密
基
地
に
な
っ

た
。

 

（
一
部
省
略
）

「
は
い
、
先
生
、
コ
ー
ヒ
ー
」

今
朝
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
着

く
と
、
淹い

れ
た
て
の
コ
ー
ヒ

ー
が
置
か
れ
る
。
あ
り
が
た

い
、
と
毎
日
思
う
。
日
頃
自

宅
で
は
、
家
族
に
何
か
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
少
な
い
。

勤
務
医
時
代
、
看
護
師
さ
ん

に
は
同
性
故
に
気
を
遣
う
。

事
務
さ
ん
に
も
、
男
性
医
師

の
よ
う
に
「
こ
の
紹
介
状
出

し
と
い
て
」
と
気
軽
に
頼
み

づ
ら
か
っ
た
。
人
に
「
こ
れ

や
っ
て
」
と
気
軽
に
頼
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
開
業

し
て
か
ら
で
あ
る
。
何
て
ぜ

い
た
く
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
頼
り

な
い
な
が
ら
も
、
私
は
お
父

さ
ん
役
で
あ
る
。
生
活
習
慣

病
を
中
心
に
診
て
い
る
関
係

か
ら
、
患
者
さ
ん
に
苦
言
を

呈
す
る
こ
と
も
多
い
。
「
そ

の
サ
プ
リ
に
頼
っ
た
っ
て
体

重
落
ち
ま
せ
ん
よ
。
サ
プ
リ

飲
ん
だ
ら
ひ
も
じ
い
思
い
も

し
な
い
で
痩
せ
る
な
ん
て
、

そ
ん
な
う
ま
い
方
法
な
い
で

す
よ
」
と
私
に
言
わ
れ
て
シ

ョ
ボ
ン
と
し
た
患
者
さ
ん

を
、
優
し
い
お
母
さ
ん
役
の

ス
タ
ッ
フ
が
な
だ
め
て
く
れ

る
。
司
令
塔
で
あ
る
お
父
さ

ん
役
は
楽
で
あ
る
。

さ
て
、
仕
事
が
終
わ
り
、

急
い
で
ス
ー
パ
ー
に
寄
っ
て

帰
る
。
お
母
さ
ん
役
に
戻
る

時
間
で
あ
る
。
遅
い
と
８
時

半
過
ぎ
の
帰
宅
。
ヨ
レ
ヨ
レ

で
「
た
だ
い
ま
」
と
リ
ビ
ン

グ
に
入
る
と
、
旦
那
が
自
分

で
買
っ
て
き
た
刺
身
を
つ
ま

み
な
が
ら
焼
酎
を
飲
ん
で
い

る
。
第
一
声
は
「
ご
飯
は
ま

だ
？
」
。
次
い
で
息
子
が
「
お

腹
す
い
た
。
今
日
は
何
？
」

と
言
う
。
疲
れ
て
い
る
時
、

崩
れ
落
ち
そ
う
な
気
分
に
な

る
。
カ
レ
ー
く
ら
い
つ
く
れ

る
だ
ろ
う
に
～
！

玄
関
を
開
け
た
ら
「
お
帰

り
な
さ
い
。
ご
飯
に
し
ま

す
？
そ
れ
と
も
お
風
呂
？
」

と
聞
い
て
く
れ
る
、
小
津
映

画
の
よ
う
な
奥
さ
ん
が
い
た

ら
ど
ん
な
に
幸
せ
だ
ろ
う
。

優
し
く
て
料
理
上
手
だ
っ
た

ら
な
お
い
い
な
。
も
ち
ろ
ん

我
が
家
の
旦
那
も
そ
う
思
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
が
。
家
で

待
っ
て
い
る
人
が
居
る
だ
け

幸
せ
な
の
だ
ろ
う
か
…
…
と

考
え
直
し
て
食
事
の
支
度
を

す
る
。

先
輩
・
仲
間
の
女
医
さ
ん

は
、
仕
事
も
家
事
も
能
力
に

優
れ
た
方
が
多
い
。
食
事
の

手
づ
く
り
率
は
普
通
の
主
婦

よ
り
も
高
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
休
み

の
日
に
つ
く
り
置
き
し
て
、

平
日
は
そ
れ
を
い
ろ
ん
な
料

理
に
ア
レ
ン
ジ
す
れ
ば
い
い

の
よ
と
聞
い
た
こ
と
も
あ

る
。
私
も
日
曜
に
つ
く
り
置

き
を
頑
張
っ
て
い
た
時
期
も

あ
る
が
、
子
ど
も
達
が
食
べ

盛
り
で
、
昼
お
弁
当
ア
リ
だ

と
、
ス
ト
ッ
ク
も
２
、
３
日

し
か
も
た
な
い
。〈in vain
〉

と
感
じ
た
。
な
の
で
、
日
曜

日
は
体
を
休
め
る
日
に
し

た
。
毎
日
の
食
事
は
出
た
と

こ
勝
負
で
あ
る
。

幸
い
我
が
家
の
旦
那
は
環

境
順
応
力
が
高
く
、
買
っ
て

き
た
弁
当
で
も
文
句
は
言
わ

な
い
。
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
済
ま

す
こ
と
も
た
ま
に
あ
る
。
し

か
し
、
何
回
か
そ
れ
が
続
く

と
、
プ
ロ
に
よ
っ
て
お
い
し

く
つ
く
ら
れ
て
い
る
は
ず
な

の
に
、何
だ
か
飽
き
て
く
る
。

体
調
も
悪
く
な
る
気
が
す

る
。
味
気
な
く
て
、
心
ま
で

乾
い
て
い
く
よ
う
に
感
じ
る
。

な
の
で
仕
方
な
く
、
自
分

で
ス
ピ
ー
ド
料
理
を
つ
く
る

こ
と
に
な
る
。
野
菜
や
肉
が

適
当
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
入
っ
て
い

る
、
味
付
け
も
バ
ラ
つ
き
の

あ
る
ア
バ
ウ
ト
料
理
で
あ
る

が
、
な
ぜ
か
手
づ
く
り
料
理

の
方
が
お
い
し
い
。
電
子
レ

ン
ジ
の
加
熱
よ
り
も
鍋
の
加

熱
の
方
が
お
い
し
く
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
？　

野
菜
が
多

い
こ
と
が
い
い
の
だ
ろ
う

か
？　

自
己
満
足
か
も
知
れ

な
い
が
、
家
庭
の
料
理
は
お

い
し
い
。

ゴ
ハ
ン
の
支
度
を
す
る
こ

と
は
、
家
事
の
営
み
の
中
で

も
特
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
。
家
族
の
健
康
を
考
え
た

料
理
、
皆
の
喜
ぶ
料
理
を
つ

く
り
、
家
族
の
和
み
の
場
を

つ
く
る
。
そ
う
だ
よ
ね
。
よ

し
！
　

疲
れ
て
帰
っ
て
も
、

が
ん
ば
ろ
っ
と

 

（
一
部
省
略
）

私
の
医
院
は
１
階
が
診
療

所
、
２
階
が
自
宅
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
１

日
外
に
出
な
く
て
も
済
む
。

便
利
と
言
え
ば
便
利
だ
が
、

運
動
不
足
を
自
覚
し
、
開
業

し
て
間
も
な
く
散
歩
を
始
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ク
ロ
ウ
型
の
私
は
、
朝

歩
く
の
は
気
持
ち
が
良
い
だ

ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
、
い
ま

だ
に
街
灯
の
明
か
り
を
頼
り

に
歩
い
て
い
る
。
愚
か
な
こ

と
に
夜
の
９
時
、
10
時
過
ぎ

よ
り
散
歩
を
始
め
る
。
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ド
ラ
え
も
ん

の
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
お

腹
と
、
医
師
会
登
山
へ
の
参

加
が
あ
る
。
散
歩
は
、
飲
酒

後
も
可
能
だ
し
、
少
し
く
ら

い
体
調
が
悪
く
て
も
で
き
る

の
が
良
い
と
思
う
。

最
初
の
う
ち
は
、
色
々
町

中
を
歩
き
回
っ
た
が
、
今
は

人
通
り
の
少
な
い
近
所
を
１

時
間
程
歩
い
て
く
る
。

２
～
３
年
前
よ
り
、
重
し

を
入
れ
た
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
、
両
手
に
石
を
持
っ
て
歩

い
て
い
る
。
最
近
リ
ュ
ッ
ク

の
重
さ
は
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
て
い
る
。
誰
だ
か
分
か
ら

な
い
よ
う
に
帽
子
を
目
深
に

被
り
、
手
袋
に
石
を
握
り
し

め
、
花
粉
の
季
節
は
マ
ス
ク

も
し
て
い
る
の
で
、
自
分
で

も
い
か
が
わ
し
い
身
な
り
を

し
て
い
る
と
思
う
。
幾
度
か

遠
く
を
走
っ
て
い
た
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
が
、
急
に
近
く
に

寄
っ
て
来
て
じ
っ
と
観
察
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
最

近
は
見
慣
れ
た
の
か
何
事
も

な
い
よ
う
に
通
り
過
ぎ
て
い

く
。
ほ
っ
と
も
す
る
が
、
誰

だ
か
分
か
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
嫌
な
気
も
す
る
。

水
曜
日
の
午
後
や
休
日
な

ど
時
間
に
余
裕
が
あ
る
時

は
、
自
宅
か
ら
15
分
程
の
き

み
ま
ち
坂
へ
行
く
。
坂
と
い

う
名
前
の
通
り
、
山
と
も
言

え
な
い
よ
う
な
小
さ
な
山
だ

が
、
私
の
お
気
に
入
り
で
あ

る
。
３
つ
の
登
り
道
が
あ
る

が
、
目
立
た
な
い
舗
装
さ
れ

て
い
な
い
所
を
歩
く
こ
と
も

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
人
と
行
き

交
う
こ
と
が
な
い
。
木
々
を

見
上
げ
な
が
ら
１
人
だ
け
の

幸
せ
を
感
じ
る
。
遊
び
に
行

く
感
覚
な
の
で
リ
ュ
ッ
ク
は

背
負
わ
な
い
こ
と
が
多
い

が
、
た
ま
に
３
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
し
て
歩
い
て
い
た
。

家
人
に
笑
わ
れ
る
が
、
近

場
の
旅
行
の
際
も
、
い
つ
も

の
エ
ア
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ュ

ー
ズ
、
重
し
を
入
れ
た
リ
ュ

ッ
ク
、
石
ま
で
車
の
ト
ラ
ン

ク
に
入
れ
て
い
く
。
土
手
で

拾
っ
た
普
通
の
石
で
、
特
別

愛
着
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い

が
、
ず
っ
と
同
じ
石
を
使
っ

て
い
る
。
夏
な
ど
は
公
園
の

水
場
で
洗
っ
た
り
す
る
。
温

泉
街
な
ど
で
は
な
る
べ
く
人

通
り
の
少
な
い
方
を
歩
く
。

わ
ず
か
な
道
路
の
勾
配
、
道

端
の
小
さ
な
花
、
廃
屋
な
ど

を
目
に
し
、
車
で
行
き
過
ぎ

る
の
と
は
違
う
小
さ
な
旅
が

あ
る
と
思
う
。

エ
ッ
サ
エ
ッ
サ
と
歩
い
た

か
ら
と
い
っ
て
無
心
に
な
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
無
い
。

く
だ
ら
な
い
こ
と
、
失
敗
し

た
こ
と
を
引
き
ず
り
な
が
ら

歩
い
て
い
る
が
、
終
わ
っ
た

後
は
あ
ま
り
気
に
し
な
く
な

る
の
が
良
い
。

今
年
も
諸
事
多
忙
で
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
歩
く
日
を

多
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。 

（
一
部
省
略
）

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
の
川

端
裕
之
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ

る
報
告
会
が
１
月
31
日
、
横

倉
義
武
会
長
始
め
多
く
の
常

勤
役
員
出
席
の
下
、
日
医
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

報
告
会
は
、
道
永
麻
里
常

任
理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒

頭
あ
い
さ
つ
し
た
横
倉
会
長

は
、
「
本
日
ご
講
演
頂
く
川

端
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
、
毎

年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆

衛
生
大
学
院
武
見
国
際
保
健

プ
ロ
グ
ラ
ム
視
察
の
た
め
の

出
張
の
折
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
ア
メ
リ
カ
の
医
療
の
現
状

に
つ
い
て
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
現
在
ア
メ
リ

カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

誕
生
し
、
早
速
オ
バ
マ
ケ
ア

を
廃
止
す
る
大
統

領
令
に
署
名
す
る

な
ど
、
大
き
な
変

化
が
起
き
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
本
日
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

引
き
続
き
、
川

端
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
「
米
国
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
最
新
動
向

～
大
統
領
選
の
振

り
返
り
、
連
邦
政

府
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

医
療
政
策
と
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
目
ま
ぐ

る
し
い
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
の
環
境
変
化
と
最
新
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

川
端
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、

今
回
の
大
統
領
選
を
振
り
返

っ
た
上
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
勝
因
に
つ
い
て
、
「
賃

金
格
差
の
広
が
り
に
対
す
る

不
満
が
国
民
の
中
に
あ
っ

た
」
「
も
と
も
と
民
主
党
が

強
か
っ
た
州
が
接
戦
と
な
っ

た
」
等
が
あ
っ
た
と
分
析
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
つ
い
て

は
、
①
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義

者
で
あ
り
、
国
民
の
不
満
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
過

度
な
競
争
に
晒さ

ら

さ
れ
、
不
法

移
民
に
よ
っ
て
職
を
奪
わ
れ

た
こ
と
に
あ
る
②
ア
メ
リ
カ

は
本
来
、
個
人
責
任
に
基
づ

い
て
自
由
で
あ
る
べ
き
で
あ

り
、
国
家
、
特
に
連
邦
政
府

が
国
民
に
対
し
過
度
な
義
務

を
課
す
べ
き
で
な
い

─
と

考
え
て
い
る
と
説
明
し
た
。

オ
バ
マ
前
大
統
領
が
創
設

し
た
オ
バ
マ
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、「
無
保
険
者
の
減
少
」「
医

療
の
質
の
改
善
」
「
医
療
費

の
伸
び
の
抑
制
」
な
ど
の
成

果
が
見
ら
れ
る
と
す
る
一

方
、
「
病
気
に
な
っ
て
か
ら

の
医
療
保
険
へ
の
加
入
や
健

康
な
若
年
層
の
未
加
入
に
よ

り
、
保
険
会
社
の
撤
退
、
保

険
料
の
上
昇
」
な
ど
の
問
題

も
起
き
て
い
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
オ
バ
マ
ケ
ア
を
廃
止

す
る
と
決
め
た
背
景
に
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
加
え
て
、

国
民
全
員
に
対
し
て
、
連
邦

政
府
が
医
療
保
険
購
入
義
務

を
課
す
も
の
で
あ
り
、
自
由

主
義
に
反
す
る
と
考
え
た
こ

と
に
あ
る
と
指
摘
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
「
そ
の
ま
ま
廃

止
し
た
だ
け
で
は
無
保
険
者

数
が
再
び
増
加
す
る
だ
け
で

な
く
、
支
持
基
盤
で
あ
る
白

人
中
低
所
得
者
層
の
保
険
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ

る
反
発
は
必
至
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
い
か
に
こ
れ
ら
の

人
々
が
納
得
す
る
ト
ラ
ン
プ

ケ
ア
を
つ
く
っ
て
い
く
か
が

焦

点

と

な

る
」
と
述
べ

た
。ト

ラ
ン
プ

大
統
領
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に

関
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
選
挙
中
か

ら
掲
げ
て
い
た
①
オ
バ
マ
ケ

ア
の
全
面
廃
止
②
州
を
越
え

た
医
療
保
険
販
売
を
可
能
に

す
る
③
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
補
助

金
の
包
括
助
成
④
医
療
プ
ロ

バ
イ
ダ
の
価
格
透
明
性
の
向

上
⑤
安
全
・
良
質
か
つ
安
価

な
医
薬
品
の
参
入
促
進
⑥
医

療
預
金
口
座
の
拡
大
⑦
個
人

の
保
険
料
に
つ
い
て
全
額
税

額
控
除
を
可
能
に
す
る

─

の
７
つ
の
施
策
を
紹
介
。「
超

党
派
に
よ
り
『
21
世
紀
医
療

法
』
『
メ
デ
ィ
ケ
ア
及
び
児

童
の
医
療
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム

改
革
法
』
と
い
っ
た
重
要
な

法
律
が
既
に
成
立
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
医
療
分
野
の
研

究
開
発
の
方
向
性
や
医
療
の

量
か
ら
質
に
根
差
し
た
方
向

性
は
踏
襲
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

と
し
た
。

高
額
薬
剤
の
動
向
に
関
し

て
は
、
価
格
決
定
の
仕
組
み

が
複
雑
で
、
市
場
の
流
通
価

格
が
分
か
り
に
く
い
と
す
る

と
と
も
に
、
製
薬
企
業
と
保

険
会
社
に
よ
る
償
還
価
格
の

交
渉
が
激
化
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
薬
価
は
高
騰
傾
向
に

あ
る
と
説
明
。
そ
の
た
め
、

保
険
会
社
に
よ
る
高
額
薬
剤

の
使
用
制
限
も
見
ら
れ
る
と

し
た
。

更
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
の
環
境
変
化
と
最
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
Ｉ

Ｔ
技
術
に
よ
る
医
療
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
や
遺
伝
子
治
療

の
た
め
の
環
境
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
。
今
後
、
医
療
費
が
高
騰

化
す
る
中
に
お
い
て
は
、
最

先
端
医
療
を
行
う
に
当
た
り

効
果
の
有
無
を
診
断
す
る
こ

と
や
病
気
の
予
防
が
重
要
に

な
る
と
し
た
他
、
保
険
者
機

能
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、
人
工

知
能
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
が
進
む
こ
と

で
、
研
究
開
発
の
効
率
性
が

大
き
く
進
展
す
る
の
で
は
な

い
か
と
の
考
え
を
示
し
た
。

11月1日を
 「いい医療の日」に
日医では、11月1日を「いい医療の日」と
定め、より良い医療の構築に向けて、国民
の皆さんと考える日とすることを提案し
ています。

い い いりょう

「
米
国
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
最
新
動
向
」を

                              

テ
ー
マ
に
開
催

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
に
よ
る
報
告
会
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度

 

日
本
医
師
会
医
療
安
全
推
進
者養成

講
座

書
籍
紹
介

続
エ
ビ
デ
ン
ス
で
解
決！

緩
和
医
療
ケ
ー
ス
フ

ァ
イ
ル

森
田
達
也　

他
編

交
通
事
故
の
患
者
を
診

て
、
こ
の
手
の
車
は
危
な
い

と
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
自

動
車
事
故
対
策
機
構
が
公
開

し
て
い
る
車
の
安
全
性
評
価

の
一
部
を
紹
介
す
る
。
テ
ス

ト
車
両
は
、
身
分
を
伏
せ
た

職
員
が
通
常
の
方
法
で
入
手

し
た
も
の
で
あ
る
。

衝
突
時
の
乗
員
保
護
：
車

に
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
の

衝
突
を
与
え
、
車
内
の
ダ
ミ

ー
人
形
の
損
傷
を
評
価
し

た
。最

も
人
形
の
損
傷
が
少
な

か
っ
た
も
の
は
Ａ
社
の
セ
ダ

ン
で
あ
り
、
僅き

ん

さ差
で
Ｂ
社
の

セ
ダ
ン
が
続
い
た
。
ボ
デ
ィ

の
小
さ
い
車
が
概
し
て
不
利

で
あ
っ
た
点
は
、
日
常
の
イ

メ
ー
ジ
と
一
致
す
る
。

対
歩
行
者
の
安
全

性
：
頭
部
及
び
脚
部

の
ダ
ミ
ー
を
は
ね

て
、
そ
れ
ら
の
損
傷

を
比
較
す
る
と
、
最
も
損
傷

が
軽
か
っ
た
車
は
Ｃ
社
の
２

５
０
０
cc
車
で
あ
っ
た
。

意
外
に
も
、
車
の
サ
イ
ズ

や
重
さ
は
ダ
ミ
ー
の
損
傷
程

度
に
は
関
係
せ
ず
、
む
し
ろ

小
さ
い
車
に
は
ね
ら
れ
た
群

に
重
傷
例
が
多
か
っ
た
。

自
動
ブ
レ
ー
キ
：
前
方
の

車
に
対
す
る
衝
突
防
止
で

は
、
２
０
１
６
年
に
テ
ス
ト

さ
れ
た
全
車
が
評
価
基
準
の

満
点
ま
た
は
満
点
に
僅
差
で

あ
り
、
ど
の
車
も
衝
突
せ
ず

に
止
ま
っ
た
。

一
方
、
歩
行
者

に
見
立
て
た
人
形

に
対
す
る
テ
ス
ト

で
は
車
種
に
よ
る
差
が
あ

り
、
Ｄ
社
の
ス
ポ
ー
ツ
車
が

最
も
安
全
に
衝
突
を
回
避
し

て
い
た
。
本
当
の
〝
自
動
〟

車
に
向
け
た
技
術
の
進
歩
を

感
じ
る
。

同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
試
験
結
果
が
車
名
入

り
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
更

に
急
ブ
レ
ー
キ
時
の
実
測
制

動
距
離
や
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
安
全
性
評
価
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

米
国
の
Ｎ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
Ａ
や
Ｉ

Ｉ
Ｈ
Ｓ
、
ユ
ー
ロ
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｐ

な
ど
も
、
お
の
お
の
が
行
っ

た
評
価
結
果
を
公
開
し
て
お

り
、
参
考
に
な
る
。

日
本
で
は
交
通
事
故
で
死

傷
す
る
生
涯
確
率
は
何
と

50
％
を
超
え
る
（
国
土
交
通

省
）！
　

で
き
る
だ
け
安
全

な
車
に
乗
り
た
い
も
の
で
あ

る
。

	

（
骨
コ
ツ
）

ご
使
用
の
車
、
安
全
で
す
か
？

◆
講
習
内
容
：
月
1
回
の
ペ

ー
ス
で
受
講
者
専
用
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
テ

キ
ス
ト
（
【
予
定
】
①
医
療

安
全
対
策
概
論
②Fitness	

to	
Practice

論
③
事
故
防

止
職
場
環
境
論
④
医
療
事
故

事
例
の
活
用
と
無
過
失
補
償

制
度
⑤
医
療
事
故
の
分
析
手

法
論
⑥
医
療
施
設
整
備
管
理

論
⑦
医
薬
品
安
全
管
理
論
⑧

医
事
法
学
概
論
⑨
医
療
現
場

に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
術
）

と
演
習
問
題
を
中
心
と
し
た

e-learning

形
式
の
通
信
制

講
座
で
あ
る
。

医
療
安
全
に
関
す
る
講
習

会
〔
10
月
15
日
（
日
）
日
医

会
館
に
て
開
催
、
詳
細
は
未

定
〕
に
参
加
す
る
な
ど
、
一

定
要
件
を
満
た
し
た
受
講
者

に
は
、
日
医
会
長
よ
り
修
了

証
を
発
行
す
る
。

◆
受
講
期
間
：
平
成
29
年
４

月
～
30
年
３
月

◆
受
講
対
象
者
：
医
療
機

関
、
福
祉
関
連
施
設
の
職
員

及
び
都
道
府
県
医
師
会
、
郡

市
区
医
師
会
の
苦
情
・
相
談

受
付
窓
口
業
務
担
当
者
等

で
、
医
療
の
安
全
管
理
に
対

す
る
強
い
意
欲
と
高
い
関
心

を
有
す
る
者
。

た
だ
し
、
受
講
の
必
須
条

件
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
で
き
る
環
境
（
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

閲

覧
、

E-mail

の
使
用
、
動
画
の
視

聴
等
）
に
あ
る
こ
と
。

◆
定
員
：
１
０
０
０
名

◆
締
め
切
り
：
３
月
15
日

（
水
）

◆
受
講
料
：
３
２
４
０
０
円

〔
税
込
、
当
該
費
用
に
テ
キ

ス
ト
代
・
講
習
会
費
（
旅
費

を
除
く
）
等
を
含
む
〕

◆
応
募
方
法
：
受
講
希
望
者

は
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

｢

医
療
安
全
推
進
者
養
成
講

訃
　
報

■
佐
々
木
義
樓
氏
（
元
日
医

理
事
）

１
月
24
日
、
死
去
、
79
歳
。

通
夜
が
29
日
、
葬
儀
が
30
日

に
青
森
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
ご
子
息
、
義
雄

様
。

新
た
な
薬
物
療
法
の
開
発

は
影
を
ひ
そ
め
、
そ
れ
ま
で

確
か
ら
し
い
と
思
わ
れ
て
い

た
薬
物
療
法
が
そ
れ
ほ
ど
の

効
果
が
な
い
と
実
証
さ
れ
る

な
ど
、
緩
和
医
療
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
な
変
化
が
見

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
発
刊
さ

れ
た
本
書
は
、
２
０
１
１
年

に
刊
行
さ
れ
た
前
書
の
続
編

で
あ
り
、
現
場
で
よ
く
遭
遇

す
る
41
の
ケ
ー
ス
の
対
処
法

が
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、そ
の
書
き
ぶ
り
も
、

ク
イ
ズ
形
式
と
な
っ
て
お

り
、
大
変
読
み
や
す
い
つ
く

り
と
な
っ
て
お
り
、
医
師
ば

か
り
で
な
く
、
患
者
に
寄
り

添
う
緩
和
医
療
を
め
ざ
す
全

て
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
薦
め
し

た
い
一
冊
で
あ
る
。

定
価　

３
７
８
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

03
─

３
８
１
１
─

７
２
３
９

日 

医
平成28年度
  子ども予防接種週間を実施

日
医
は
、
こ
の
ほ
ど
、「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
（
主

催
：
日
医
、
日
本
小
児
科
医

会
、
厚
生
労
働
省
、
後
援
：

文
部
科
学
省
、
「
健
や
か
親

の
相
談
の
受

付
」
「
通

常

の
診
療
時
間

に
予
防
接
種

を
受
け
づ
ら

い
人
達
が
、

土
曜
日
・
日

曜
日
や
夜
間

等
に
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
構

築
」
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
た
広
報
活
動
」
「
予
防
接

種
に
つ
い
て
の
接
種
医
療
機

関
や
一
般
市
民
向
け
講
習
会

の
開
催
」
等
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
取
り
組
み
を
、
各

都
道
府
県
医
師
会
等
で
企

画
・
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
日
医
は
、
そ
の
支
援
と

共
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・

配
布
の
他
、
マ
ス
コ
ミ
、
行

政
と
の
連
携
の
下
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

med.or.jp/vaccine/

）
等

を
活
用
し
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
別
掲
ポ
ス
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
『
日
医
雑
誌
』

２
月
号
に
同
封
し
、
日
医
全

会
員
に
配
布
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ご
活
用
願
い
た
い
。

氏
は
昭
和
14
年
青
森
県
の

出
身
。
昭
和
45
年
弘
前
大
学

医
学
部
大
学
院
修
了
。
昭
和

54
年
佐
々
木
胃
腸
科
内
科
院

長
。
平
成
22
年
よ
り
青
森
県

医
師
会
顧
問
。

同
県
医
師
会
常
任
理
事
、

副
会
長
、
会
長
を
経
て
、
平

成
16
年
４
月
か
ら
平
成
18
年

３
月
ま
で
日
医
理
事
を
１
期

務
め
た
。

平
成
23
年
に
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
て
い
る
。

座
案
内
」（http://www.med.

or.jp/anzen/kz/17entry/

index.html

）
に
あ
る
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

力
し
て
お
申
し
込
み
願
い
た

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
医

事
法
・
医
療
安
全
課

〔

03
─

３
９
４
２
─

６
５
０

６
（
直
）〕

子
21
」
推
進
協
議
会
）
を
今

年
度
も
、
３
月
１
日
（
水
）

か
ら
７
日
（
火
）
ま
で
の
７

日
間
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

は
、
４
月
の
入
園
、
入
学
に

備
え
て
、
保
護
者
を
始
め
と

し
た
地
域
住
民
の
予
防
接
種

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
予

防
接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
15

年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
も
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
種
々
の
予
防
接
種

に
関
し
て
、
「
保
護
者
か
ら

本
書
は
、
著
者
の
所
属
す

る
大
学
病
院
の
骨
軟
部
腫
瘍

専
門
外
来
を
訪
れ
た
患
者

（
他
院
か
ら
の
紹
介
を
含
む
）

の
画
像
所
見
と
主
訴
・
理
学

所
見
か
ら
診
断
名
を
導
く
Ｑ

＆
Ａ
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。第

１
章
で
は
骨
透
亮
像
、

骨
硬
化
像
、
軟
部
の
骨
・
カ

ル
シ
ウ
ム
性
の
病
変
、
軟
部

「
診
断
名
は
な
ん
で
し
ょ

う
？
」
骨
軟
部
腫
瘍
と

腫
瘍
様
病
変
の
画
像

診
断
Ｑ
＆
Ａ鳥

越
知
明　

著

病
変
の
画
像
パ
タ
ー
ン
と
主

訴
・
理
学
所
見
か
ら
診
断
名

を
考
え
さ
せ
、
第
２
章
で
は

骨
腫
瘍
、
第
３
章
で
は
軟
部

腫
瘍
、
第
４
章
で
は
腫
瘍
様

病
変
の
画
像
所
見
と
主
訴
・

理
学
所
見
か
ら
総
合
的
に
診

断
名
を
考
え
さ
せ
る
形
式
と

な
っ
て
い
る
。

各
症
例
、
治
療
や
経
過
に

つ
い
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
解

説
し
、
典
型
例
か
ら
非
典
型

例
ま
で
、
骨
軟
部
腫
瘍
と
腫

瘍
様
病
変
の
診
断
・
治
療
に

必
要
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
一
つ
の

診
断
名
に
対
し
て
複
数
の
画

像
パ
タ
ー
ン
（
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
）を
提
示
す
る
こ
と
で
、

更
に
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

日
常
診
療
の
中
で
よ
く
分

か
ら
な
い
画
像
を
見
た
時
、

あ
る
い
は
「
こ
れ
は
腫
瘍
で

は
な
い
か
」
と
疑
っ
た
時
の

考
え
方
の
指
針
と
も
な
り
、

整
形
外
科
医
に
お
薦
め
の
書

と
言
え
る
。

定
価　

５
９
４
０
円（
税
込
）

発
行　

金
原
出
版
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─

３
８
１
１
─

７
１
８
４
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─新たな専門医の仕組みと
    勤務医の医師会活動について─

中部医師会連合の勤務医特別委員会での議論から（第二報）

愛知県医師会理事／日医勤務医委員会委員　伊藤健一

改正道路交通法の施行で 
何が変わるのか
近畿大学医学部附属病院 
リハビリテーション科・メンタルヘルス科　花田一志

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
が
、
最
近
目
に
つ
く

よ
う
に
な
っ
た
。
高
齢
者
の

事
故
件
数
は
漸
減
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
報
道
の

あ
り
方
を
考
え
て
し
ま
う
。

一
方
、
全
交
通
事
故
に
占

め
る
割
合
は
増
加
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
な
こ
と
も
理
解
は
で

き
る
。

平
成
27
年
６
月
に
公
布
さ

れ
た
道
路
交
通
法
が
、
今
年

３
月
12
日
に
施
行
さ
れ
る
。

75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

免
許
更
新
時
に
認
知
機
能
検

査
を
受
け
て
い
る
。現
在
は
、

そ
の
検
査
で
認
知
症
の
疑
い

の
あ
る
「
第
１
分
類
」
と
判

定
さ
れ
た
人
の
中
で
、
信
号

無
視
な
ど
の
違
反
が
あ
っ
た

場
合
の
み
臨
時
適
性
検
査

（
医
師
の
診
断
書
）
の
対
象

と
な
る
が
、
改
正
法
施
行
後

は
、
第
１
分
類
と
判
定
さ
れ

た
全
て
の
人
に
診
断
書
が
必

要
と
な
る
。

平
成
27
年
の
統
計
で
は
、

臨
時
適
性
検
査
が
約
１
５
０

０
件
、
第
１
分
類
が
約
５
万

人
、
単
純
計
算
で
対
象
者
が

30
倍
以
上
に
増
加
す
る
こ
と

に
な
る
。

認
知
症
の
診
断
根
拠
は
何

を
使
用
す
る
の
か
、
検
査
は

保
険
診
療
か
自
由
診
療
か
、

診
断
し
た
後
の
事
故
に
責
任

は
問
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
制

度
に
は
疑
問
が
多
く
あ
る

が
、
施
行
時
期
は
迫
っ
て
き

て
い
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
医
師
は

運
転
の
可
否
の
判
断
で
は
な

く
、
認
知
症
で
あ
る
か
ど
う

か
の
判
断
を
行
う
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。

認
知
症
関
連
６
学
会
が
作

成
し
た
「
認
知
症
疾
患
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
７

（
案
）」
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
内
容

を
参
考
に
、
当
院
で
の
方
針

を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

も
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

都
市
部
で
は
公
共
交
通
網
で

カ
バ
ー
で
き
る
部
分
が
あ
る

が
、
地
方
部
で
は
死
活
問
題

で
あ
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
で
の
相
互

扶
助
で
移
動
手
段
を
確
保
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
「
免

許
更
新
を
厳
し
く
す
れ
ば
解

決
す
る
」
と
い
う
単
純
な
テ

ー
マ
で
は
な
く
、
多
角
的
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
28
年
度
中
部
医
師
会

連
合
で
設
置
さ
れ
た
勤
務
医

特
別
委
員
会
で
、
「
新
た
な

専
門
医
の
仕
組
み
」
と
「
勤

務
医
の
医
師
会
活
動
」
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
た
。

（
１
）
新
た
な
専
門
医
の

仕
組
み

新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み

に
つ
い
て
は
、
中
部
７
県
中

４
県
で
議
論
が
さ
れ
て
い

た
。
特
別
委
員
会
で
は
、
中

央
に
お
け
る
議
論
の
内
容
が

断
片
的
に
伝
え
ら
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。

①
日
本
専
門
医
機
構
の
問
題

点
に
つ
い
て

・
日
本
専
門
医
機
構
（
以
下

機
構
）
の
存
在
意
義
は
専
門

医
の
質
を
担
保
す
る
こ
と
に

あ
る
と
理
解
す
る
が
、
機
構

内
部
で
の
議
論
の
過
程
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基

本
診
療
科
決
定
の
経
緯
を
含

め
て
、
制
度
に
対
し
て
の
説

明
が
丁
寧
に
さ
れ
て
い
な
い
。

・
機
構
に
お
い
て
専
門
医
に

対
す
る
定
義
を
、
「
標
準
的

な
医
療
を
行
う
医
師
」
と
し

て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
漠
然

と
し
た
定
義
で
あ
り
、
一
般

医
の
医
療
水
準
が
「
標
準
的
」

で
は
な
い
と
い
う
誤
解
を
招

く
こ
と
か
ら
も
、
再
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

・
機
構
は
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
を
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ

ト
ま
で
し
て
専
門
医
の
質
を

担
保
す
る
と
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
手
順
を
放
棄
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
機
構
の
存
在
価

値
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
基
本
診
療
科
の
18
＋
１
が

決
定
さ
れ
た
過
程
が
全
く
提

示
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
会
の
思
惑
で
募

集
定
員
数
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
状
態
で
専
門
医
全

体
の
養
成
数
を
決
め
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
機
構
は

早
急
に
専
門
医
の
養
成
数
と

学
会
間
の
募
集
定
員
数
の
調

整
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
専
攻
医
の
研
修
中
の
身

分
・
給
与
に
確
か
な
保
証
が

な
い
状
態
は
、
保
険
医
と
し

て
活
動
す
る
医
師
に
と
っ
て

問
題
で
は
な
い
か
。

・
医
療
現
場
に
お
い
て
は
、

診
療
報
酬
上
も
病
院
と
し

て
、
ダ
ブ
ル
ボ
ー
ド
を
も
っ

た
医
師
の
医
療
活
動
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
解

決
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

・
日
医
は
機
構
に
対
し
て
、

今
以
上
に
機
構
運
営
の
関
与

の
度
合
い
を
強
め
、
勤
務
医

会
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

・
若
手
医
師
、
医
学
生
に
対

し
て
の
機
構
か
ら
の
情
報
開

示
、
説
明
が
マ
ス
コ
ミ
等
の

媒
体
を
通
し
て
の
み
で
あ
り
、

理
解
が
浸
透
し
て
い
な
い
。

②
新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み

自
体
の
問
題
に
つ
い
て

・
総
合
診
療
専
門
医
の
位
置

づ
け
が
不
明
確
で
あ
り
、
加

え
て
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ

を
取
得
で
き
る
か
ど
う
か
も

不
明
で
あ
る
。
家
庭
医
と
し

て
の
総
合
診
療
専
門
医
と
病

院
内
で
活
躍
す
る
総
合
診
療

専
門
医
は
同
じ
も
の
と
は
考

え
に
く
い
。

・
新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み

の
施
行
に
よ
り
、
症
例
、
指

導
医
の
都
市
部
集
中
が
顕
在

化
し
、
専
門
医
の
地
域
偏
在
、

診
療
科
偏
在
が
更
に
助
長
さ

れ
る
。
ま
た
、
専
攻
医
に
も

当
然
な
が
ら
同
様
の
偏
在
が

起
こ
る
と
考
え
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
は
、
初
期
臨

床
研
修
に
も
影
響
を
与
え
る

の
で
は
な
い
か
。

・
女
性
医
師
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
（
妊
娠
・
出
産
・
育
児
）

に
よ
る
研
修
中
断
に
つ
い
て

の
配
慮
が
な
い
。

・
基
本
診
療
科
と
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
と
の
連
続
性
に

つ
い
て
の
議
論
が
な
い
。

・
国
は
県
に
対
し
て
、
新
専

門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
医

師
の
偏
在
が
起
き
な
い
よ
う

に
調
整
す
る
よ
う
通
知
し
て

い
る
が
、
県
（
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
）
に
強
制
力
、

権
限
は
な
く
、
期
待
さ
れ
る

調
整
機
能
は
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
「
地
域

協
議
会
」
の
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
を

除
い
て
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て

い
な
い
。

・
作
成
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
大
学
中
心
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
地
方
の
、

特
に
中
小
病
院
が
見
捨
て
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

危
機
感
を
、
出
席
者
の
大
多

数
が
共
有
し
て
い
る
。
県
に

よ
っ
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

一
つ
し
か
存
在
し
な
い
状
況

は
問
題
で
は
な
い
か
。

・
そ
も
そ
も
新
た
な
専
門
医

の
仕
組
み
は
医
師
の
偏
在
問

題
と
は
切
り
離
し
て
、
専
門

医
の
水
準
を
問
題
に
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

以
下
、
私
見
を
述
べ
る
。

新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み

自
体
は
、
専
門
医
の
質
の
担

保
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

が
、
こ
れ
が
医
師
の
地
域
偏

在
、
診
療
科
偏
在
と
同
時
に

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

更
に
学
会
に
よ
る
医
師
の
囲

い
込
み
の
手
段
と
な
る
傾
向

に
拍
車
を
か
け
て
、
制
度
の

主
体
者
が
一
体
誰
な
の
か
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
誰
も

国
民
を
見
て
い
な
い
し
、
若

手
医
師
、
医
学
生
の
将
来
を

考
え
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ

ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

完
全
な
状
態
で
、
た
っ
た
一

年
間
の
猶
予
期
間
内
で
新
し

い
制
度
を
実
行
に
移
す
の

は
、
あ
ま
り
に
も
冒
険
で
あ

る
。
制
度
の
運
用
を
始
め
れ

ば
、
手
直
し
は
で
き
な
い
と

断
言
す
る
。
学
会
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
に
過
渡
的
な
専
門
医

を
つ
く
り
出
せ
ば
、
質
の
担

保
が
で
き
な
い
の
は
明
白
で

は
な
い
か
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ

ー
ト
ノ
ミ
ー
の
確
保
に
と
ら

わ
れ
て
、
拙
速
に
制
度
設
計

途
中
の
新
た
な
専
門
医
の
仕

組
み
を
不
完
全
な
形
で
立
ち

上
げ
れ
ば
、
若
い
医
師
達
は

自
ら
の
医
師
キ
ャ
リ
ア
に
明

確
な
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で

き
な
い
。
日
医
は
、
組
織
と

し
て
若
い
医
師
の
立
場
に
立

っ
た
対
応
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
日

医
執
行
部
は
、
未
来
の
日
本

の
医
療
を
支
え
る
べ
き
若
手

医
師
に
対
し
て
の
責
任
が
あ

る
と
理
解
す
る
。

（
２
）
勤
務
医
の
医
師
会

活
動会

議
に
先
立
っ
て
、
中
部

医
師
会
連
合
勤
務
医
特
別
委

員
会
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
置
き
、
そ
こ
で
取
り
ま

と
め
た
内
容
に
基
づ
き
、
中

部
７
県
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。愛
知
県
・
岐
阜
県
・

静
岡
県
で
は
、郡
市
医
師
会
、

県
医
師
会
、
日
医
そ
れ
ぞ
れ

の
勤
務
医
会
員
数
に
大
き
な

差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

他
県
に
お
い
て
は
差
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
勤
務
医
の
医

師
会
役
員
数
及
び
日
医
代
議

員
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て

も
、
県
に
よ
っ
て
差
が
見
ら

れ
た
。
勤
務
医
の
医
師
会
活

動
を
促
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
各
県
で
工
夫
さ
れ
て
い

る
が
、
多
く
の
勤
務
医
が
実

務
に
追
わ
れ
て
医
師
会
活
動

を
す
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ

る
必
要
を
感
じ
た
。

中
部
医
師
会
連
合
委
員
総

会
で
は
、
日
医
の
勤
務
医
担

当
の
市
川
朝
洋
常
任
理
事
よ

り
、
勤
務
医
委
員
会
に
対
す
る

歴
代
の
会
長
諮
問
が
示
さ
れ

た
が
、
昭
和
58
年
の
第
一
回
の

諮
問
「
勤
務
医
の
日
本
医
師

会
入
会
促
進
の
方
策
」
と
同

様
の
テ
ー
マ
が
現
在
に
至
る

ま
で
度
々
繰
り
返
さ
れ
て
お

り
、
日
医
に
お
け
る
勤
務
医

問
題
の
難
し
さ
を
如
実
に
表

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

中
部
医
師
会
連
合
勤
務
医

特
別
委
員
会
で
は
、
泉
良
平

日
医
勤
務
医
委
員
会
委
員
長

の
声
掛
け
で
、
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
各

県
の
勤
務
医
か
ら
の
意
見
を

集
約
し
や
す
く
す
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
県
下
郡
市
医
師
会
の
勤

務
医
が
、
そ
の
意
見
を
県
医

師
会
、中
部
医
師
会
連
合（
ブ

ロ
ッ
ク
医
師
会
）に
挙
げ
て
、

更
に
日
医
勤
務
医
委
員
会
に

意
見
を
述
べ
、
日
医
執
行
部

に
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
今
年
度
も
あ
る
程

度
の
成
果
を
得
た
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
で

勤
務
医
の
声
を
中
央
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
勤
務

医
の
医
師
会
加
入
促
進
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。


